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V
平
成
十
年
七
月
七
日
(
火
)

会
報
第
四
十
八
号
を
発
行
。
掲
載
記
事
は
、
巻
頭
言
に
高
石
勝
氏
の
「
コ
ン

セ
プ
ト
」
と
広
島
芸
術
学
会
第
十
二
回
総
会
・
大
会
の
案
内
と
発
表
要
旨
な
ど
。

V
平
成
+
年
七
月
三
十
一
日
(
金
)
・
八
月
一
日
(
土
)
・
ニ
日
(
日
)

第
十
二
回
総
会
・
大
会
を
広
島
県
立
美
術
館
講
堂
で
開
催
し
た
。
初
日
の
七

月
三
十
一
日
は
金
曜
日
の
た
め
、
夕
方
五
時
か
ら
の
総
会
と
な
っ
た
。
金
田
菅

代
表
委
員
が
挨
拶
の
後
、
寺
本
泰
輔
委
員
を
議
長
に
任
命
し
た
。
樋
口
聡
委
員

が
平
成
九
年
度
の
事
業
報
告
、
大
橋
啓
一
事
務
局
長
が
決
算
報
告
、
監
査
委
員

の
倉
橋
清
方
氏
が
監
査
報
告
を
し
、
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
、
安
西
信
一
委
員

が
平
成
十
年
度
の
事
業
計
画
、
大
橋
啓
一
事
務
局
長
が
予
算
案
を
発
表
し
、
そ

の
ま
ま
承
認
さ
れ
た
。

十
八
時
か
ら
大
会
開
始
。
三
つ
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
①
広
島
大
学
の

ウ
ル
シ
ュ
ラ
・
ス
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
氏
に
よ
る
「
ボ
ロ
フ
ス
キ
と
原
民
喜
」
②
大

米

公

子

門

阪
大
学
大
学
院
の
石
原
み
ど
り
氏
に
よ
る
「
K
・
フ
ィ
ー
ド
ラ
l
の
〈
感
性
的

認
識
論
〉
の
可
能
性
」
③
比
治
山
大
学
短
期
大
学
部
の
久
保
田
貴
美
子
氏
に
よ

る
「
韓
国
最
初
の
女
性
西
洋
画
家
・
羅
恵
錫
に
つ
い
て
」

二
日
目
の
午
前
中
に
も
三
つ
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
①
韓
国
・
嶺
南
大
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学
大
学
院
の
崖
朱
延
氏
に
よ
る
「
ウ
オ
ル
タ
l
・
ペ
イ
タ
l
に
お
け
る
『
芸
術

と
し
て
の
人
生
』
」
②
大
阪
大
学
の
渡
辺
浩
司
氏
に
よ
る
「
理
想
的
悲
劇
|
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
詩
学
」
の
第
十
三
章
と
第
十
四
章
よ
り
|
」
③
京
都
工
芸

繊
維
大
学
の
並
木
誠
士
氏
に
よ
る
「
近
世
初
期
風
俗
画
の
源
流
と
し
て
の
酒
飯

論
絵
巻
」

午
後
の
最
初
に
は
、
韓
国
の
舞
踊
家
・
金
瑛
珠
氏
と
当
学
会
の
バ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
・
中
畝
み
の
り
氏
に
よ
る
「
音
と
舞
の
共
演
」
と
題
す
る
公
演
が
行
わ
れ

た。
続
い
て
は
「
遊
び
の
美
意
識
」
と
い
う
テ
l
マ
の
日
韓
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

司
会
/
金
田
菅
氏
(
広
島
大
学
)
、
基
調
報
告
/
浜
下
昌
宏
氏
(
神
戸
女
学
院
大



晶
子
)
パ
ネ
リ
ス
ト
/
脅
俊
英
氏
(
韓
国
・
梨
花
女
子
大
学
)
、
三
浦
信
一
郎
氏
(
帝

塚
山
学
院
大
学
)
、
樋
口
聡
氏
(
広
島
大
学
)
、
伊
東
敏
光
氏
(
広
島
市
立
大
学
)
。

通
訳
/
閏
周
植
氏
(
韓
国
・
嶺
南
大
学
)

最
終
日
は
福
山
市
の
ふ
く
や
ま
美
術
館
で
開
催
。
広
島
大
学
の
小
島
基
氏
の

「
芸
術
文
化
交
流
の
観
点
か
ら
み
た
朝
鮮
通
信
使
」
、

ア
ー
ト
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
金

泰
樹
氏
に
よ
る
コ
一
十
一
世
紀
の
日
韓
プ
リ
ン
ト
ア

1
ト
の
交
流
に
つ
い
て
」

と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
例
会
後
、
ふ
く
や
ま
美
術
館
と
歴
史
博
物
館
を

見
学
し
た
。
参
加
は
一
般
か
ら
の
参
加
も
多
く
、
正
確
に
は
不
明
だ
が
、
百
名

以
上
。

V
平
成
十
年
八
月
十
七
日
(
月
)

会
報
第
四
十
九
号
を
発
行
。
掲
載
記
事
は
巻
頭
言
に
吉
井
章
氏
の
「
ド
イ
ツ

の
諸
相
」
と
第
四
十
四
回
例
会
報
告
「
蘭
島
閣
美
術
館
・
松
溝
園
の
鑑
賞
」
(
報

告
者
・
石
原
名
穂
子
)

V
平
成
十
年
九
月
五
日
(
土
)

広
島
県
立
美
術
館
講
堂
で
第
四
十
五
回
例
会
を
開
催
。
当
学
会
第
二
回
芸
術

展
と
し
て
、
作
家
会
員
三
十
名
に
極
小
作
品
・
極
大
作
品
を
出
品
し
て
も
ら
い
、

同
美
術
館
の
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
比
較
展
示
を
行
っ
た
。
同
時
に
す
ぐ
そ
ば
の

講
堂
で
美
学
者
や
作
家
が
、
「
作
品
の
大
き
さ
と
は
何
な
の
か
」
を
語
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
聞
い
た
。
司
会
は
入
野
忠
芳
氏
(
絵
画
)
、
パ
ネ
リ
ス
ト
は
金
田
晋
氏

(
美
学
)
、
高
木
茂
登
氏
(
彫
刻
)
、
村
中
保
彦
氏
(
工
芸
)
。
参
加
は
約
九
十
名
。

例
会
後
に
、
館
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
懇
親
会
を
持
っ
た
。

V
平
成
十
年
十
一
月
二
十
一
日
(
土
)

会
報
第
五
十
号
を
発
行
。
掲
載
記
事
は
第
五
十
号
を
記
念
し
て
代
表
委
員
の

金
田
菅
氏
の
「
人
の
顔
が
見
え
る
学
会
へ
」
と
題
し
た
巻
頭
言
、
第
十
二
回
大

.L>、
-;z:;: 

研雲
フ1;空z'

発旨

@議
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管暑
川.
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研薬
究表
発①
表/

ヲ目
さ雇
...... ノー一
和 at

z葉
研発
究表
発②
表/
⑤安
/西
蔵信

本
典
之
、
研
究
発
表
⑥
/
松
村
薫
子
、
公
演
/
須
崎
朝
子
、
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
/
金
田
晋
)
、
第
四
十
五
回
例
会
報
告
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
極
小
と
極
大
l
作

家
が
語
る
制
作
の
現
場
」
(
報
告
者
・
森
園
敦
)
な
ど
。
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V
平
成
十
年
十
二
月
十
三
日
(
土
)

第
四
十
六
回
例
会
を
広
島
県
立
美
術
館
講
堂
で
開
催
。
広
島
大
学
大
学
院
生

で
バ
レ
リ
ー
ナ
で
も
あ
る
播
野
尚
子
氏
が
「
バ
レ
エ
に
お
け
る
演
出
に
つ
い

て
」
、
広
島
貯
金
事
務
セ
ン
タ
ー
で
働
き
な
が
ら
記
号
論
な
ど
を
研
究
し
て
い
る

大
山
智
徳
氏
が
「
身
体
の
思
想
と
表
現

ー
闘
う
身
体
・
記
号
論
・
芸
術
学
的

可
能
性
|
」
と
題
す
る
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
続
い
て
、
空
手
・
極
真
会
館
広

島
東
・
広
島
西
支
部
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
実
技
が
披
露
さ
れ
た
。
例
会
参
加
者

は
約
三
十
名
。



V
平
成
+
一
年
一
月
十
一
日
(
月
)

会
報
第
五
十
一
号
を
発
行
。
掲
載
記
事
は
巻
頭
言
に
大
山
智
徳
氏
の
「
エ

l

テ
ル
を
語
る
に
は
・
:
」
、
第
四
十
六
回
例
会
報
告
「
バ
レ
エ
に
お
け
る
演
出
に
つ

い
て
(
報
告
者
・
大
石
和
久
)
、
「
身
体
の
思
想
と
表
現
」
(
報
告
者
・
森
園
敦
)

な
ど
。

V
平
成
+
一
年
一
月
二
十
三
日
(
日
)

第
四
十
七
回
例
会
を
広
島
県
立
産
業
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
で
開
催
。

最
初
に
立
教
大
学
講
師
の
児
嶋
由
枝
氏
が
「
聖
ド
ン
ニ

l
ノ
の
聖
杯

中
世

の
貴
金
属
工
芸
と
聖
遺
物
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
|
」
と
題
す
る
研
究
発
表
で
、
文

書
資
料
や
様
式
分
析
な
ど
か
ら
、
聖
ド
ン
ニ

l
ノ
の
聖
杯
の
制
作
地
・
制
作
年

代
を
明
ら
か
に
し
た
。
続
い
て
広
島
女
学
院
大
学
助
教
授
の
末
永
航
氏
が
、
「
紙

上
の
楼
閣

し
て
、

ー
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
建
築
書
古
刊
本
と
版
画
|
」
と
題

ル
ネ
サ
ン
ス
の
イ
タ
リ
ア
に
お
げ
る
活
版
印
刷
本
と
版
画
と
い
う
新
し

い
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
参
加
は
四
十
五
名
。

V
平
成
+
一
年
四
月
二
十
八
日
(
水
)

会
報
第
五
十
二
号
を
発
行
。
掲
載
記
事
は
、
巻
頭
言
に
西
原
英
樹
氏
の
「
山

口
長
男
先
生
を
憶
ふ
」
、
刊
行
予
告
「
芸
術
・
未
来
へ
|
芸
術
学
の
百
年
|
」

(
記
/
金
田
菅
)
、
第
四
十
七
回
例
会
報
告
「
聖
ド
ン
ニ

l
ノ
の
聖
杯
」
(
報
告
者
・

播
野
尚
子
)
、
「
紙
上
の
楼
閣
」
(
報
告
者
・
田
中
瑞
香
)
な
ど
。

V
平
成
十
一
年
五
月
八
日
(
土
)

第
四
十
八
回
例
会
を
呉
市
立
美
術
館
で
開
催
。
広
島
女
学
院
大
学
教
授
・
原

回
佐
子
氏
に
よ
る
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
と
そ
の
デ
ザ
イ
ン
思
想
」
と
題
し

た
研
究
発
表
の
後
、
呉
市
入
船
山
記
念
公
園
内
の
「
旧
呉
鎮
守
府
司
令
長
官
官

舎
」
「
歴
史
民
俗
資
料
館
」
「
郷
土
館
」
を
見
学
し
た
。
参
加
は
約
五
十
名
。
そ

の
後
、
同
市
内
に
あ
る
ビ
ア
ホ
ー
ル
で
地
ビ
l
ル
を
味
わ
い
な
が
ら
懇
親
会
を

持
っ
た
。

V
平
成
+
一
年
六
月
三
十
日
(
火
)

会
報
第
五
十
三
号
を
発
行
。
掲
載
記
事
は
第
十
三
回
大
会
の
案
内
と
第
四
十

八
回
例
会
の
報
告
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
と
そ
の
デ
ザ
イ
ン
思
想
」
(
報
告
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者
・
玉
田
さ
ゆ
り
)
「
呉
市
入
船
山
記
念
館
見
学
記
」
(
報
告
者
・
上
野
仁
)
な

ど
〈
平
成
十
一
年
六
月
三
十
日
現
在
、
法
人
会
員
十
一
法
人
、
個
人
会
員
二
百
二

十
五
名
(
特
別
会
員
六
名
、

一
般
会
員
百
九
十
一
名
、
学
生
会
員
二
十
八
名
)
》

(
こ
め
か
ど
・
き
み
こ

広
島
芸
術
学
会
事
務
局
)




